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二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
度
日
本
文
学
専
修
教
員
担
当
講
義
題
目
一
覧
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
日
本
文
学
演
習
１
Ａ
（
春
季
）
〈
源
氏
物
語
を
読
む
〉
小
嶋
菜
温
子
教
授
日
本
文
学
演
習
２
Ａ
（
春
季
）
〈「
舞
の
本
」
を
読
む
〉
鈴
木
彰
教
授
日
本
文
学
演
習
２
Ｂ
（
秋
季
）
〈「
舞
の
本
」
を
読
む
〉
鈴
木
彰
教
授
日
本
文
学
演
習
３
Ａ
（
春
季
）
〈
六
百
番
歌
合
（
四
季
の
歌
）
を
読
む
〉
加
藤
睦
教
授
日
本
文
学
演
習
３
Ｂ
（
秋
季
）
〈
六
百
番
歌
合
（
恋
の
歌
）
を
読
む
〉
加
藤
睦
教
授
日
本
文
学
演
習
４
Ａ
（
春
季
）
〈『
寛
濶
平
家
物
語
』
を
読
む
〉
水
谷
隆
之
准
教
授
日
本
文
学
演
習
４
Ｂ
（
秋
季
）
〈『
寛
濶
平
家
物
語
』
を
読
む
〉
水
谷
隆
之
准
教
授
日
本
文
学
演
習
５
Ａ
（
春
季
）
〈
日
本
神
話
研
究
―
『
日
本
書
紀
抄
』を
よ
む
〉原
克
昭
助
教
日
本
文
学
演
習
５
Ｂ
（
秋
季
）
〈
日
本
神
話
研
究
―
『
日
本
書
紀
抄
』を
よ
む
〉原
克
昭
助
教
日
本
文
学
演
習
６
Ａ
（
春
季
）
〈
近
代
文
学
研
究
の
方
法
論
を
学
ぼ
う
〉
金
子
明
雄
教
授
日
本
文
学
演
習
６
Ｂ
（
秋
季
）
〈
明
治
４０
年
の
小
説
を
読
む
〉
金
子
明
雄
教
授
日
本
文
学
演
習
７
Ａ
（
春
季
）
〈
近
代
文
学
の
テ
キ
ス
ト
を
精
読
す
る
〉
石
川
巧
教
授
日
本
文
学
演
習
７
Ｂ
（
秋
季
）
〈
近
代
文
学
の
テ
キ
ス
ト
を
精
読
す
る
〉
石
川
巧
教
授
日
本
語
学
演
習
１
（
春
季
）
〈
日
本
語
の
意
味
記
述
〉
沖
森
卓
也
教
授
日
本
語
学
演
習
２
（
春
季
）
〈
近
代
日
本
語
に
つ
い
て
〉
沖
森
卓
也
教
授
日
本
文
学
研
究
１
Ａ
（
春
季
）
〈
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
読
む
〉
林
淑
美
特
任
日
本
文
学
研
究
１
Ｂ
（
秋
季
）
〈
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
読
む
〉
林
淑
美
特
任
日
本
文
学
研
究
２
Ａ
（
春
季
）
〈
古
写
本
と
古
筆
切
を
対
象
と
し
た
写
本
の
書
誌
学
〉
海
野
圭
介
講
師
日
本
文
学
研
究
２
Ｂ
（
秋
季
）
〈
古
版
本
を
対
象
と
し
た
版
本
の
書
誌
学
〉
海
野
圭
介
講
師
日
本
文
学
研
究
３
Ａ
（
春
季
）
〈
絵
巻
研
究
の
方
法
と
論
点
（
１
）〉
山
本
聡
美
講
師
日
本
文
学
研
究
３
Ｂ
（
秋
季
）
〈
絵
巻
研
究
の
方
法
と
論
点
（
２
）〉
山
本
聡
美
講
師
日
本
文
学
研
究
４
Ａ
（
春
季
）
〈
テ
ク
ス
ト
批
評
・
分
析
の
基
本
概
念
を
学
ぶ
〉
五
井
信
講
師
日
本
文
学
研
究
４
Ｂ
（
秋
季
）
〈
テ
ク
ス
ト
批
評
・
分
析
の
基
本
概
念
を
学
ぶ
〉
五
井
信
講
師
日
本
文
学
研
究
５
Ａ
（
春
季
）
〈
日
本
文
学
研
究
に
お
け
る
多
種
多
様
な
方
法
や
視
点
に
つい
て
、徹
底
し
た
知
識
の
獲
得
と
そ
の
理
解
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
自
主
講
座
〉
全
専
任
教
授
日
本
文
学
研
究
５
Ｂ
（
秋
季
）
〈
日
本
文
学
研
究
に
お
け
る
多
種
多
様
な
方
法
や
視
点
に
つい
て
、徹
底
し
た
知
識
の
獲
得
と
そ
の
理
解
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
自
主
講
座
〉
全
専
任
教
授
日
本
文
学
研
究
６
Ａ
（
春
季
）
〈
異
郷

へ
の
近
代
日
本
文
学
〉
大
野
亮
司
講
師
日
本
文
学
研
究
６
Ｂ
（
秋
季
）
〈
歴
史
を
小
説

と
し
て
書
く
〉
大
野
亮
司
講
師
日
本
語
学
研
究
１
Ａ
（
春
季
）
〈
日
本
語
学
研
究
法
〉
沖
森
卓
也
教
授
日
本
語
学
研
究
２
Ａ
（
春
季
）
〈
英
華
字
典
か
ら
み
た
日
本
近
代
語
〉
陳
力
衛
講
師
日
本
語
学
研
究
２
Ｂ
（
秋
季
）
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〈
日
本
漢
語
の
諸
問
題
〉
陳
力
衛
講
師
中
国
文
学
研
究
１
（
春
季
）
〈
中
国
哲
学
の
資
料
を
、漢
文
訓
読
法
う
を
用
い
て
読
解
し
、そ
の
内
容
が
い
か
な
る
理
論
的
射
程
を
備
え
て
い
る
か
に
つい
て
議
論
す
る
〉
林
文
孝
教
授
中
国
文
学
研
究
２
（
秋
季
）
〈
中
国
哲
学
の
資
料
を
、漢
文
訓
読
法
う
を
用
い
て
読
解
し
、そ
の
内
容
が
い
か
な
る
理
論
的
射
程
を
備
え
て
い
る
か
に
つい
て
議
論
す
る
〉
林
文
孝
教
授
日
本
文
学
科
授
業
一
覧
文
学
部
基
幹
科
目
Ｂ
教
職
課
程
登
録
者
の
み
書
道
１
（
春
季
集
中
）
〈
中
学
・
日
本
の
古
典
や
名
筆
を
臨
書
し
、
中
学
校
国
語
科
書
写
で
指
導
す
る
技
術
と
書
道
全
般
を
身
に
着
け
る
。〉金
子
大
蔵
講
師
書
道
２
（
春
季
集
中
）
〈
中
学
・
日
本
の
古
典
や
名
筆
を
臨
書
し
、
中
学
校
国
語
科
書
写
で
指
導
す
る
技
術
と
書
道
全
般
を
身
に
着
け
る
。〉金
子
大
蔵
講
師
文
学
部
基
幹
科
目
Ｃ
日
本
語
学
概
論
１
（
春
季
）
〈
日
本
語
を
体
系
的
に
把
握
し
、
日
本
語
と
い
う
言
語
の
特
徴
を
再
発
見
す
る
〉
沖
森
卓
也
教
授
日
本
語
学
概
論
２
（
秋
季
）
〈
日
本
語
の
体
系
や
構
造
に
つ
い
て
学
び
、
日
本
語
と
い
う
言
語
の
特
徴
や
お
も
し
ろ
さ
を
再
発
見
す
る
〉
木
村
義
之
講
師
漢
文
学
概
論
漢
文
学
×
日
本
文
化
史
×
教
育
教
養
（
春
季
）
〈
漢
文
学
読
解
力
の
養
成
と
と
も
に
、
新
た
な
漢
文
学
の
視
座
の
獲
得
を
目
指
す
。〉
原
克
昭
助
教
日
本
文
学
概
論
日
本
の
近
代
文
学
と
読
者
（
秋
季
）
〈
日
本
の
近
代
の
文
学
表
現
や
出
版
環
境
を
取
ら
え
、
分
析
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
。〉
和
田
敦
彦
講
師
文
学
科
日
本
文
学
専
修
授
業
一
覧
必
修
科
目
（
指
定
科
目
Ａ
）
入
門
演
習
Ｅ
１
ａ
（
春
季
）
〈
変
体
仮
名
を
学
ぶ
〉
小
嶋
菜
温
子
教
授
入
門
演
習
Ｅ
１
ｂ
（
春
季
）
〈
古
典
和
歌
読
解
法
〉
長
谷
川
範
彰
講
師
入
門
演
習
Ｅ
１
ｃ
（
春
季
）
〈
日
本
近
代
文
学
研
究
の
基
礎
〉
乾
英
治
郎
講
師
入
門
演
習
Ｅ
１
ｄ
（
春
季
）
〈
谷
崎
潤
一
郎
を
読
む
〉
高
橋
孝
次
講
師
入
門
演
習
Ｅ
１
ｅ
（
春
季
）
〈
文
学
研
究
と
は
何
か
〉
金
子
明
雄
教
授
入
門
演
習
Ｅ
２
ａ
（
秋
季
）
〈
文
学
研
究
と
は
何
か
〉
金
子
明
雄
教
授
入
門
演
習
Ｅ
２
ｂ
（
秋
季
）
〈
谷
崎
潤
一
郎
を
読
む
〉
高
橋
孝
次
講
師
入
門
演
習
Ｅ
２
ｃ
（
秋
季
）
〈
近
世
文
学
研
究
の
基
礎
〉
水
谷
隆
之
准
教
授
入
門
演
習
Ｅ
２
ｄ
（
秋
季
）
〈『
今
昔
物
語
集
』
精
読
〉
鈴
木
彰
教
授
入
門
演
習
Ｅ
２
ｅ
（
秋
季
）
〈『
古
活
字
本
伊
曽
保
物
語
』
を
読
む
〉
木
村
一
講
師
日
本
文
学
研
究
法
（
春
季
）
〈
日
本
語
・
日
本
文
学
の
研
究
に
関
す
る
方
法
を
学
ぶ
〉
全
専
任
教
授
指
定
科
目
Ｂ
１
演
習
Ｅ
１
（
春
季
）
〈《
夢
記
》を
よ
む
―
古
代
・
中
世
び
と
の
み
た〈
夢
〉〉
原
克
昭
助
教
演
習
Ｅ
２
（
秋
季
）
〈《
夢
記
》を
よ
む
―
古
代
・
中
世
び
と
の
み
た〈
夢
〉〉
原
克
昭
助
教
演
習
Ｅ
３
（
春
季
）
〈
源
氏
物
語
を
読
む
〉
小
嶋
菜
温
子
教
授
演
習
Ｅ
４
（
秋
季
）
〈『
蜻
蛉
日
記
』
を
読
む
〉
深
澤
瞳
講
師
演
習
Ｅ
５
（
春
季
）
〈
お
伽
草
子
の
世
界
〉
鈴
木
彰
教
授
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演
習
Ｅ
６
（
秋
季
）
〈
お
伽
草
子
の
世
界
〉
鈴
木
彰
教
授
演
習
Ｅ
７
（
春
季
）
〈
平
安
時
代
の
文
学
作
品
の
様
々
な
場
面
を
読
む
〉
室
城
秀
之
講
師
演
習
Ｅ
８
（
秋
季
）
〈
平
安
時
代
の
文
学
作
品
の
様
々
な
場
面
を
読
む
〉
室
城
秀
之
講
師
演
習
Ｅ
９
（
春
季
）
〈『
紫
式
部
日
記
』
を
読
む
〉
深
澤
瞳
講
師
演
習
Ｅ
１０
（
秋
季
）
〈
新
古
今
時
代
の
恋
歌
を
読
む
〉
長
谷
川
範
彰
講
師
演
習
Ｅ
１１
（
春
季
）
〈『
男
色
大
鑑
』
を
読
む
〉
水
谷
隆
之
准
教
授
演
習
Ｅ
１２
（
秋
季
）
〈『
武
道
伝
来
記
』
を
読
む
〉
水
谷
隆
之
准
教
授
演
習
Ｅ
１３
（
春
季
）
〈『
百
喩
経
』
を
読
む
〉
金
英
順
講
師
演
習
Ｅ
１４
（
秋
季
）
〈『
百
喩
経
』
を
読
む
〉
金
英
順
講
師
演
習
Ｅ
１５
（
春
季
）
〈
類
義
語
の
研
究
〉
沖
森
卓
也
教
授
演
習
Ｅ
１６
（
秋
季
）
〈『
天
草
版
平
家
物
語
』
の
研
究
〉
岡
田
薫
講
師
演
習
Ｅ
１７
（
春
季
）
〈
複
合
辞
の
研
究
〉
沖
森
卓
也
教
授
演
習
Ｅ
１８
（
秋
季
）
〈
江
戸
時
代
の
言
葉
を
探
る
〉
永
井
悦
子
講
師
演
習
Ｅ
１９
（
春
季
）
〈
戦
後
の
小
説
を
読
む
〉
林
淑
美
特
任
演
習
Ｅ
２０
（
秋
季
）
〈
戦
後
の
小
説
を
読
む
〉
林
淑
美
特
任
演
習
Ｅ
２１
（
春
季
）
〈
大
正
期
の
短
編
小
説
を
読
む
（
男
女
関
係
の
主
題
か
ら
）〉金子
明
雄
教
授
演
習
Ｅ
２２
（
秋
季
）
〈
大
正
期
の
短
編
小
説
を
読
む
（
男
女
関
係
の
主
題
か
ら
）〉金子
明
雄
教
授
演
習
Ｅ
２３
（
春
季
）
〈
明
治
後
期
の
短
編
小
説
を
読
む
（
本
能＝
性
欲
の
主
題
か
ら
）〉
金
子
明
雄
教
授
演
習
Ｅ
２４
（
秋
季
）
〈
明
治
後
期
の
短
編
小
説
を
読
む
（
本
能＝
性
欲
の
主
題
か
ら
）〉
金
子
明
雄
教
授
演
習
Ｅ
２５
（
春
季
）
〈
松
本
清
張
の
短
編
小
説
を
読
む
〉
石
川
巧
教
授
演
習
Ｅ
２６
（
秋
季
）
〈
松
本
清
張
の
短
編
小
説
を
読
む
〉
石
川
巧
教
授
演
習
Ｅ
２７
（
春
季
）
〈
占
領
期
の
文
学
を
読
む
〉
石
川
巧
教
授
演
習
Ｅ
２８
（
秋
季
）
〈
占
領
期
の
文
学
を
読
む
〉
石
川
巧
教
授
演
習
Ｅ
２９
（
春
季
）
〈
詩
的
言
語
の
２０
世
紀
―
詩
歌
と
幻
想
文
学
の
世
界
―
〉
疋
田
雅
昭
講
師
演
習
Ｅ
３０
（
秋
季
）
〈
詩
的
言
語
の
２０
世
紀
―
詩
歌
と
幻
想
文
学
の
世
界
―
〉
疋
田
雅
昭
講
師
演
習
Ｅ
３１
（
春
季
）
〈
明
治
の
短
篇
小
説
を
読
む
〉
出
口
智
之
講
師
演
習
Ｅ
３２
（
秋
季
）
〈
明
治
〜
大
正
期
の
短
篇
小
説
を
読
む
〉
出
口
智
之
講
師
指
定
科
目
Ｂ
２
日
本
文
学
講
読
１
（
古
代
）（
春
季
）
〈『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
を
読
む
〉
小
嶋
菜
温
子
教
授
日
本
文
学
講
読
２
（
古
代
（
秋
季
）
〈「
仏
教
説
話
」の
講
読
を
通
し
て
、宗
教
文
化
史
に
関
す
る
基
礎
知
識
の
理
解
、古
典
文
学
に
対
す
る
視
座
の
拡
大
と
解
読
能
力
の
向
上
を
は
か
る
〉
原
克
昭
助
教
日
本
文
学
講
読
３
（
中
世
）（
春
季
）
〈
中
世
軍
記
物
語
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
特
質
を
理
解
す
る
〉
鈴
木
彰
教
授
日
本
文
学
講
読
４
（
中
世
）（
秋
季
）
〈『
平
家
物
語
』
を
読
み
解
き
、
さ
ら
に
後
世
に
お
け
る
合
戦
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
〉
出
口
久
徳
講
師
日
本
文
学
講
読
５
（
近
世
）（
春
季
）
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〈
１７
世
紀
前
後
の
文
芸
を
、
社
会
背
景
も
理
解
し
つ
つ
、
解
読
で
き
る
よ
う
に
な
る
〉
安
原
眞
琴
講
師
日
本
文
学
講
読
６
（
近
世
）（
秋
季
）
〈
江
戸
時
代
野
津
物
に
対
す
る
人
々
の
意
識
に
つ
い
て
理
解
す
る
〉丹
羽
み
さ
と
講
師
日
本
文
学
講
読
７
（
和
歌
・
俳
諧
）（
春
季
）
〈
俳
諧
の
本
質
や
特
徴
に
つ
い
て
把
握
す
る
。近
世
の
日
本
文
化
に
つい
て
の
理
解
を
深
め
る
〉
水
谷
隆
之
准
教
授
日
本
文
学
講
読
８
（
和
歌
・
俳
諧
）（
秋
季
）
〈
歌
物
語
に
お
い
て
、
和
歌
が
詠
ま
れ
た
背
景
な
ど
を
講
義
し
て
い
く
〉深澤
瞳
講
師
漢
文
学
講
読
２
（
漢
文
）（
春
季
）
〈
漢
文
訓
読
法
の
基
本
か
ら
の
応
用
可
能
な
読
解
力
の
養
成
、
お
よ
び
日
本
文
化
史
に
対
す
る
知
見
を
広
め
る
〉
原
克
昭
助
教
漢
文
学
講
読
３
（
漢
文
）（
秋
季
）
〈
漢
文
訓
読
の
基
礎
知
識
を
学
び
、
読
み
下
し
の
方
法
を
習
得
す
る
〉沖
森
卓
也
教
授
選
択
必
修
科
目
（
指
定
科
目
Ｂ
２
）
卒
業
予
備
論
文
（
制
作
）（
秋
季
他
）
〈
４
年
次
で
の
卒
業
論
文（
制
作
）に
着
手
す
る
前
に
、
心
構
え
や
基
本
的
な
方
法
に
つい
て
学
習
す
る
〉
全
専
任
教
授
研
究
小
論
文
１
ｂ
〜
４
ｂ
（
通
年
）
〈
研
究
小
論
文
の
執
筆
〉
全
専
任
教
授
指
定
科
目
Ｃ
文
学
講
義
３０１
（
日
本
文
学
史
・
古
代
１
）（
春
季
）
〈「
日
本
神
話
」に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、日
本
文
学
史
の
伝
統
と
変
容
の
視
座
か
ら
前
近
代
に
見
る
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
論
理
を
理
解
す
る
〉
原
克
昭
助
教
文
学
講
義
３０３
（
日
本
文
学
史
・
古
代
３
）（
春
季
）
〈
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
文
学
作
品
を
読
み
、具
体
的
な
作
品
を
も
と
に
し
た
文
学
史
を
構
築
す
る
〉
本
橋
裕
美
講
師
文
学
講
義
３０４
（
日
本
文
学
史
・
古
代
４
）（
秋
季
）
〈
歴
史
学
の
研
究
成
果
に
基
づ
い
た
文
学
史
を
考
え
る
〉
高
松
百
香
講
師
文
学
講
義
３０５
（
日
本
文
学
史
・
中
世
１
）（
春
季
）
〈
中
世
文
学
が
戦
争
や
平
和
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
、
ま
た
社
会
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
〉
鈴
木
彰
教
授
文
学
講
義
３０６
（
日
本
文
学
史
・
中
世
２
）（
秋
季
）
〈
前
近
代
の
軍
記
と
文
学
に
つ
い
て
考
え
る
〉目
黒
将
史
講
師
文
学
講
義
３０７
（
日
本
文
学
史
・
和
歌
・
俳
諧
１
）（
春
季
）
〈
俳
諧
文
芸
の
機
智
性
・
挨
拶
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
〉稻葉
有
祐
講
師
文
学
講
義
３１０
（
日
本
文
学
史
・
和
歌
・
俳
諧
４
）（
秋
季
）
〈
古
典
和
歌
の
特
質
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
〉
長
谷
川
範
彰
講
師
文
学
講
義
３１１
（
日
本
文
学
史
・
近
世
１
）（
春
季
）
〈
近
世
前
期
小
説
の
変
遷
を
通
史
的
に
追
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
理
解
す
る
〉
水
谷
隆
之
准
教
授
文
学
講
義
３１２
（
日
本
文
学
史
・
近
世
２
）（
秋
季
）
〈
文
化
史
か
ら
文
学
史
を
学
ぶ
〉
安
原
眞
琴
講
師
文
学
講
義
３１３
（
日
本
文
学
史
・
近
現
代
１
）（
春
季
）
〈
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
観
点
か
ら
近
代
文
学
の
歴
史
を
と
ら
え
る
発
想
を
身
に
つ
け
る
〉
金
子
明
雄
教
授
文
学
講
義
３１４
（
日
本
文
学
史
・
近
現
代
２
）（
秋
季
）
〈
戦
時
下
の
対
照
的
な
日
本
文
化
論
を
二
つ
と
り
あ
げ
て
比
較
す
る
〉
林
淑
美
特
任
文
学
講
義
３１６
（
日
本
語
史
２
）（
秋
季
）
〈
言
語
変
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
研
究
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
〉
山
本
真
吾
講
師
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文
学
講
義
３１８
（
古
代
日
本
文
学
２
）（
秋
季
）
〈
王
朝
文
学
の
立
役
者
〈
女
房
〉
の
歴
史
的
存
在
意
義
を
学
び
、
新
た
な
視
点
で
文
芸
作
品
を
読
み
な
お
す
〉
高
松
百
香
講
師
文
学
講
義
３２０
（
古
代
日
本
文
学
４
）（
秋
季
）
〈『
源
氏
物
語
』
を
人
物
に
沿
っ
て
読
み
、
作
品
の
内
実
に
迫
る
。〉
本
橋
裕
美
講
師
文
学
講
義
３２２
（
中
世
日
本
文
学
２
）（
秋
季
）
〈
古
典
文
学
の
主
要
モ
チ
ー
フ
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、ま
た
、複
眼
的
視
点
の
獲
得
を
目
指
す
〉
木
村
淳
也
講
師
文
学
講
義
３２３
（
中
世
日
本
文
学
３
）（
春
季
）
〈
物
語
と
絵
の
力
学
を
多
面
的
に
読
み
解
き
、
各
媒
体
の
特
性
を
理
解
す
る
〉
鈴
木
彰
教
授
文
学
講
義
３２５
（
和
歌
・
俳
諧
１
）（
春
季
）
〈
新
古
今
時
代
の
歌
人
の
恋
歌
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
〉
長
谷
川
範
彰
講
師
文
学
講
義
３２８
（
和
歌
・
俳
諧
４
）（
秋
季
）
〈『
奥
の
細
道
』
研
究
上
の
争
点
に
つ
い
て
理
解
し
、
よ
り
深
い
作
品
読
解
を
目
指
す
〉
稻
葉
有
祐
講
師
文
学
講
義
３３０
（
近
世
日
本
文
学
２
）（
秋
季
）
〈「
八
百
屋
お
七
」
の
物
語
が
変
化
し
て
い
く
様
相
を
捉
え
る
と
共
に
、
社
会
的
・
文
化
的
背
景
を
理
解
し
て
い
く
〉
丹
羽
み
さ
と
講
師
文
学
講
義
３３２
（
近
現
代
日
本
文
学
２
）（
秋
季
）
〈
近
現
代
文
学
・
物
語
を
、「
地
域
色
」と
い
う
観
点
か
ら
読
み
取
り
、そ
れ
ら
が
担
う
役
割
を
考
察
す
る
〉
椋
棒
哲
也
講
師
文
学
講
義
３３３
（
近
現
代
日
本
文
学
３
）（
春
季
）
〈
文
化
形
成
の
要
因
に
つ
い
て
考
察
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
文
化
論
を
知
る
〉
林
淑
美
特
任
文
学
講
義
３３５
（
近
現
代
日
本
文
学
５
）（
秋
季
）
〈
文
学
テ
キ
ス
ト
の
精
密
な
読
解
を
通
じ
て
、そ
こ
に
描
か
れ
る
社
会
・
風
俗
・
文
化
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
〉
鳥
羽
耕
氏
講
師
文
学
講
義
３３７
（
日
本
語
学
１
）（
春
季
）
〈
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
研
究
〉
井
島
正
博
講
師
文
学
講
義
３３８
（
日
本
語
学
２
）（
秋
季
）
〈
モ
ダ
リ
テ
ィ
研
究
〉
井
島
正
博
講
師
文
学
講
義
３３９
（
日
本
語
学
３
）（
春
季
）
〈
古
典
文
法
の
基
礎
的
事
項
を
確
認
し
、そ
の
力
を
古
典
読
解
に
応
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
〉
永
井
悦
子
講
師
文
学
講
義
３４０
（
日
本
語
学
４
）（
秋
季
）
〈
日
本
語
の
文
法
を
理
解
す
る
〉
石
恩
京
講
師
文
学
講
義
３４１
（
日
本
語
学
５
）（
春
季
）
〈
日
本
語
文
体
史
に
つ
い
て
、分
析
の
視
点
や
研
究
方
法
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
〉
山
本
真
吾
講
師
文
学
講
義
３４３
（
書
誌
学
１
）（
秋
季
）
〈
和
本
の
実
物
に
触
れ
、
書
誌
調
査
の
基
礎
を
習
得
す
る
〉
水
谷
隆
之
准
教
授
文
学
講
義
３４６
（
文
献
解
読
２
）（
春
季
）
〈
近
世
文
学
へ
の
理
解
を
深
め
、
作
品
読
解
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
学
ぶ
〉
高
松
亮
太
講
師
卒
業
論
文（
制
作
）・
卒
業
論
文
指
導
演
習（
通
年
）
〈
４
年
間
の
学
習
・
研
究
の
成
果
を
卒
業
論
文
・
制
作
と
し
て
結
実
さ
せ
る
〉
全
専
任
教
授
卒
業
論
文（
制
作
）・
卒
業
論
文
指
導
演
習（
通
年
）
〈
４
年
間
の
学
習
・
研
究
の
成
果
を
卒
業
論
文
・
制
作
と
し
て
結
実
さ
せ
る
〉
全
専
任
教
授
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全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
授
業
一
覧
立
教
Ａ
（
池
袋
）
１
人
間
の
探
求
仏
教
の
世
界
日
本
の
古
典
芸
能
と
仏
教
（
春
季
）
〈
日
本
の
古
典
芸
能
と
仏
教
の
知
識
を
身
に
つ
行
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
学
習
・
考
察
す
る
〉
宮
信
明
講
師
日
本
の
宗
教
信
仰
の
多
様
性
と
表
象
（
秋
季
）
〈
日
本
に
お
け
る
宗
教
・
信
仰
・
思
想
に
つ
い
て
特
徴
や
多
様
性
を
知
る
と
と
も
に
文
化
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
〉
吉
橋
さ
や
か
講
師
３
領
域
別
Ａ
文
学
へ
の
招
待
日
本
古
典
文
学
の
こ
と
ば
と
表
現
（
秋
季
）
〈
作
品
の
解
釈
と
研
究
の
た
め
の
基
礎
的
方
法
を
身
に
着
け
る
。
こ
と
ば
と
表
現
の
多
様
性
・
重
層
性
を
理
解
す
る
。〉
水
谷
隆
之
准
教
授
文
学
と
社
会
文
学
か
ら
考
え
る
１
９
３
０
年
代
（
春
季
）
〈
文
学
作
品
を
解
釈
す
る
た
め
の
基
礎
的
方
法
を
身
に
つ
け
、
文
学
の
表
現
と
社
会
の
関
係
を
考
え
る
〉
吉
田
恵
理
講
師
文
学
と
人
間
短
編
小
説
を
読
む
（
秋
季
）
〈
描
写
や
形
式
の
意
味
を
学
び
、そ
れ
が
描
か
れ
た
時
代
の
価
値
観
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
。自
ら
問
い
を
立
て
て
い
く
姿
勢
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、自
身
の
考
え
を
常
に
根
拠
を
も
っ
て
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。〉
山
田
夏
樹
講
師
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